
6

　
元
気
で
、
い
き
い
き
と
し
た
暮
ら
し
を
し

て
い
た
だ
く
ヒ
ン
ト
が
つ
ま
っ
た
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

▼
と
き
　
各
10
時
～
11
時
30
分

①
３
月
16
日
（
金
）
定
員
30
名

②
３
月
19
日
（
月
）
定
員
30
名

③
３
月
20
日
（
火
）
定
員
30
名

④
３
月
23
日
（
金
）
定
員
８
名

▼
場
所

①�

山
王
町
常
会
場
（
大
磯
４
４
９
︱
７
）

②
町
生
涯
学
習
館

③�

馬
場
老
人
憩
の
家（
国
府
本
郷
１
１
２
０
）

④�

Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ａ
―
Ｒ
（
な
か
ま
ー
る
）

（
国
府
本
郷
87
）

　
平
成
30
年
度
の
在
宅
障
害
者
タ
ク
シ
ー
利

用
助
成
券
の
申
請
を
受
付
し
ま
す
。
希
望
さ

れ
る
方
は
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

　
町
内
在
住
（
施
設
入
所
者
は
除
く
）
で
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
自
動
車
税
の
減
免

や
介
護
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
制
度
を
受
け
て

い
な
い
方

○
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
（
上
肢
・
下

肢
・
体
幹
・
視
覚
・
内
部
障
が
い
）
を
お
持

ち
の
方

○
療
育
手
帳
（
Ａ
１
・
Ａ
２
）
を
お
持
ち
の

方
、
ま
た
は
知
能
指
数
35
以
下
と
判
断
さ
れ

た
方

○
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
を
お
持

ち
の
方

　
二
宮
キ
ク
子
さ
ん
（
国
府
本
郷
）
が
12
月

に
満
百
歳
の
お
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
健
康
に
留
意
さ
れ
、
元
気

に
過
ご
さ
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

問
福
祉
課
　
☎
内
線
３
１
６

　
常
時
介
護
が
必
要
な
在
宅
の
障
が
い
児
者

に
対
し
て
、
一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
場
合

に
支
給
し
ま
す
。

・
障
害
児
福
祉
手
当
（
20
歳
未
満
）
　

　
１
４
，
５
８
０
円
（
月
額
）

・
特
別
障
害
者
手
当
（
20
歳
以
上
）

　
２
６
，
８
１
０
円
（
月
額
）

▼
申
請
場
所
　
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
手
当
額
は
平
成
29
年
度
の
額
で
あ
り
、
平

成
30
年
度
に
つ
い
て
は
金
額
が
異
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

問
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
☎（
73
）４
５
３
０

　
平
塚
保
健
福
祉
事
務
所
生
活
福
祉
課

　
☎
（
32
）
０
１
３
０

百
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

地
域
で
介
護
予
防
講
座
を

　
　
　
　
　
　
　
　
開
催
し
ま
す

障
害
者
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
券
申
請
の
受
付

国民健康保険または後期高齢者
医療に加入している方へ

▼
内
容

①
痛
み
の
予
防
と
動
き
や
す
い
体
づ
く
り

②�

元
気
な
体
を
つ
く
る
た
め
の
食
事
と
調
理

の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

③�

リ
ラ
ッ
ク
ス
ハ
ン
ド
（
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー

ジ
）
体
験

④
頭
と
体
を
つ
か
っ
た
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操

▼
対
象
者
　
65
歳
以
上
で
大
磯
町
在
住
の
方

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
期
間
　
３
月
１
日（
木
）か
ら（
先
着
順
）

※
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
・
申
福
祉
課
　
☎
内
線
３
０
２

○
特
定
疾
患
医
療
証
を
お
持
ち
の
方

※
じ
ん
臓
機
能
障
が
い
１
級
（
人
工
透
析
対

象
者
）
の
方
に
は
最
大
72
枚
、
そ
れ
以
外
の

方
に
は
最
大
48
枚
発
行
し
ま
す
。

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の

○
身
体
障
害
者
手
帳

○
療
育
手
帳

○
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

○
特
定
疾
患
医
療
証

○
印
鑑
（
印
鑑
を
お
忘
れ
の
場
合
は
発
行
で

き
ま
せ
ん
）

▼
申
請
受
付
　
３
月
26
日
（
月
）
か
ら

▼
申
請
場
所
　
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
利
用
開
始
　
４
月
１
日
（
日
）
か
ら

問
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
☎（
73
）４
５
３
０

障
害
児
福
祉
手
当
・

�

特
別
障
害
者
手
当
の
支
給

交通事故に遭ったら
　交通事故など、他人の行為によって受けた傷病の
治療費は、加害者が全額負担するのが原則です。 
なお、国民健康保険または後期高齢者医療でお医者
さんにかかることができますが、その医療費は加害
者の代わりに一時的に立てかえるだけで、あとで国
民健康保険または後期高齢者医療が加害者に請求し
ます。次の届出の手順に沿って、届出をお願い致し
ます。
〇届け出の手順
　1�　交通事故に遭ったら、すみやかに警察に届け
出ましょう。

　2�　町の国民健康保険または後期高齢者医療窓口
に届け出ましょう。

〇町の届け出に必要な書類
　第三者行為による傷病届（町窓口にあります）、
交通事故証明書（自動車安全運転センターで取得で
きます）、国民健康保険証または後期高齢者医療被
保険者証、印鑑（認印）、その他必要書類（詳細は
お問合せください）

問町民課　☎内線247
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こ
ん
に
ち
は

　保
健
師
で
す

　妊
娠
出
産
期
は
体
内
の
女
性
ホ
ル

モ
ン
が
急
激
に
変
化
し
、
心
身
と
も

に
不
安
定
に
な
り
や
す
い
時
期
で
す
。

涙
も
ろ
く
な
っ
た
り
、
わ
け
も
な
く

イ
ラ
イ
ラ
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

妊
娠
中
の
悩
み
や
不
安
は
、
ひ
と
り

で
抱
え
込
ま
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

妊
娠
届
出
時
か
ら
出
産
ま
で

　保
健
師
が
面
談
を
行
い
、
妊
娠
・

出
産
に
つ
い
て
の
思
い
を
受
け
止
め

る
と
と
も
に
、
日
々
の
過
ご
し
方
や

上
の
お
子
さ
ん
と
の
接
し
方
な
ど
の

様
々
な
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
妊

婦
健
診
を
確
実
に
受
診
す
る
と
と
も

に
、
妊
婦
さ
ん
自
身
が
妊
娠
の
経
過

を
母
子
健
康
手
帳
に
記
載
す
る
こ
と

で
妊
娠
期
の
様
子
を
振
り
返
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　加
え
て
妊
娠
中
期（
５
～
６
か
月
）

と
妊
娠
後
期
（
９
か
月
以
降
）
を
目

安
に
、
出
産
に
向
け
て
の
準
備
や
不

安
な
ど
が
少
し
で
も
解
消
で
き
る
よ

う
に
、
お
電
話
等
で
お
話
を
伺
っ
て

い
ま
す
。

　ま
た
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
で

は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
お
風
呂
の
入
れ
方

や
出
産
時
の
呼
吸
法
な
ど
体
験
で
き

ま
す
。
ご
家
族
で
の
参
加
も
増
え
、

妊
婦
体
験
を
し
た
方
か
ら
は
「
大
変

さ
が
わ
か
り
ま
し
た
。
も
っ
と
協
力

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
」
な

ど
の
感
想
が
聞
か
れ
て
い
ま
す
。

出
産
後

　出
生
届
時
に
出
生
連
絡
票
を
も
と

に
様
子
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、
健

診
や
予
防
接
種
に
つ
い
て
一
緒
に
確

認
し
ま
す
。
出
産
後
し
ば
ら
く
は
赤

ち
ゃ
ん
中
心
の
生
活
と
な
り
ま
す
の

で
、
昼
夜
を
問
わ
ず
、
で
き
る
だ
け

睡
眠
や
休
息
を
と
り
、
十
分
な
栄
養

を
取
り
ま
し
ょ
う
。
お
っ
ぱ
い
や
ミ

ル
ク
が
足
り
て
い
る
か
、
順
調
に

育
っ
て
い
る
か
な
ど
心
配
に
な
る
と

思
い
ま
す
。
主
に
初
め
て
の
お
子
さ

ん
を
対
象
に
１
か
月
過
ぎ
頃
に
助
産

師
や
保
健
師
が
訪
問
し
ま
す
の
で
、

な
ん
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　安
心
し
て
出
産
し
、
子
育
て
が
で

き
る
よ
う
に
、
妊
娠
期
か
ら
の
切
れ

目
な
い
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

問
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

　原
田

�

☎
内
線
３
１
０

～
切
れ
目
な
い
支
援
を
目
指
し
て

〈
妊
娠
か
ら
出
産
期
〉～

　公
益
財
団
法
人

　神
奈
川
県
下
水

道
公
社
主
催
の
下
水
道
作
品
コ
ン

ク
ー
ル
に
お
い
て
、
相
模
川
及
び
酒

匂
川
流
域
関
連
21
市
町
の
小
学
校
４

年
生
か
ら
応
募
総
数
４
，
５
０
７
点

の
応
募
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、
町

か
ら
４
名
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

◇
ポ
ス
タ
ー
の
部
　
優
秀
賞

　金
光

　
　春
風

　（
大
磯
小
）

◇
書
道
の
部
　
　
　
入
賞

　波
多
野

　か
れ
ん
（
大
磯
小
）

　山
内

　澪
（
大
磯
小
）

　齋
藤

　奨
（
国
府
小
）

問
下
水
道
課

　☎
内
線
２
１
４

　大
磯
、
東
小
磯
、
西
小
磯
、
国
府

本
郷
、
国
府
新
宿
、
生
沢
地
区
の
一

部
の
区
域
で
、
５
月
か
ら
公
共
下
水

道
が
使
え
る
（
供
用
開
始
）
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　供
用
開
始
さ
れ
る
区
域
内
の
土
地

所
有
者
の
皆
さ
ん
に
、「
下
水
道
事
業

受
益
者
申
告
書
」
を
４
月
に
送
付
し

ま
す
。

○
受
益
者
負
担
金
制
度
と
は

　整
備
費
用
の
一
部
を
皆
さ
ん
に
負

担
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
、
負
担
額

は
、
供
用
開
始
対
象
区
域
内
に
所
有

（
権
利
の
あ
る
）す
る
土
地
の
面
積
に

単
位
負
担
金
額
（
１
平
方
メ
ー
ト
ル

当
た
り
３
７
７
円
）
を
乗
じ
て
算
出

し
た
金
額
で
、
負
担
金
は
土
地
に
対

し
て「
一
回
限
り
」の
負
担
で
す
。

　負
担
金
の
納
付
に
つ
い
て
は
、
報

奨
金
が
交
付
さ
れ
る
一
括
納
付
や
期

別
納
付
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

○
住
民
説
明
会
を
開
催

　供
用
開
始
を
予
定
し
て
い
る
区
域

内
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

　開
催
日
時
等
は
地
区
の
回
覧
等
や

区
域
内
に
土
地
を
所
有
さ
れ
て
い
る

方
を
対
象
に
ご
連
絡
致
し
ま
す
。

問
下
水
道
課

�

☎
内
線
２
１
４
・
２
２
４

　多
年
に
わ
た
り
、
明
る
い
選
挙
の

推
進
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら

れ
塚
谷
富
美
惠
さ
ん
（
寺
坂
）
が
神

奈
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
表
彰
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　塚
谷
さ
ん
は
、
平
成
７
年
か
ら
大

磯
町
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
で
選

挙
の
啓
発
に
携
わ
っ
て
お
り
、
ま
た

平
成
23
年
か
ら
副
会
長
と
し
て
尽
力

さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

�

☎
内
線
２
２
８

平
成
29
年
度 

下
水
道
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞
！

神
奈
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た

公
共
下
水
道
区
域
拡
大
に
伴
う�

�

受
益
者
負
担
金
制
度
に
つ
い
て

表彰式は２月 10 日（土）
厚木市文化会館で行われました。

二宮キク子さん
（国府本郷）


